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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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概要概要概要概要
この度はM3T-PD79 V.4.20 Release 1 （以下PD79とします）をお買い上げいただきまして誠に有難うございます。
本資料は製品の構成、インストール手順、ユーザーズマニュアル/ヘルプの補足等について説明します。本製品をご使

用の際は、このリリースノートもご覧いただきますようお願い申し上げます。
またリリースノートの最後に使用権許諾契約書を添付しております。ソフトウェア実行前に必ずご覧下さい。
※ 本ドキュメントの最新版は、弊社ツールサポートホームページ (http://www.renesas.com/jp/tools) で入手可能です。
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1. 製品製品製品製品のののの構成構成構成構成
PD79 V.4.20 Release 1は、以下のものから構成されています。

1. PD79インストールプログラム一式
PD79インストールプログラムを実行しますと、以下のファイルがインストールされます。

「プログラム」
 PD79.EXE V. 7.00.05
 xxxxxx.dll

P79EDLL.DLL V. 1.10.02 P79EVENTSETTING.DLL V. 1.00.02
COMMUNI.DLL V. 2.15.00 P79RTOSWIN.DLL V. 1.00.02
P79EGUI.DLL V. 1.20.00 P79EMUWIN.DLL V. 1.00.02
P79CBENGINE.DLL V. 1.00.02 P79GUIIOWIN.DLL V. 1.00.02
MFC42.DLL MSVCRT.DLL
ATL.DLL

 F/Wファイル (以下のファイル)
M37900H.S V.1.24.00
M37900U.S V.1.25.00
M37900L.S V.1.24.00

 M3xxxx.MCU (以下のファイル)
M37902FC.MCU M37902FG.MCU M37902FGM.MCU M37902FJ.MCU
M37903F8.MCU M37903S4.MCU M37905F8.MCU M37905M4.MCU
M37905M6.MCU M37906F8.MCU M37906M4.MCU M37906M8.MCU
M37910FEM.MCU M37911FGM.MCU M37911MG.MCU M37911SAM.MCU
M37920FC.MCU M37920FG.MCU

 PDHELP.CHM
 PD79DLL.DEF
 PD79.RDF
 PD79.FEF
 DEFAULT.SCK
 SACK.EXE、UNSACK.EXE （LAN I/F用レジストリ設定ユーティリティ）
 SETIP.EXE （LAN I/F用セットアップユーティリティ）
 LptFix.exe （LPTドライバ用レジストリ設定ユーティリティ）
※ 詳細は「5.24 Windows XPでLPTパラレルインタフェースを使用する場合の注意事項」を参照ください。

次のファイルはサービスソフトとして添付されています。
 CB79.exe 　V.1.21.01
 cb79egui.dll 　V.1.10.01
 mcc.exe
 ma.exe, madll.dll
 mc.exe, mcdll.dll
 ml.exe, mldll.dll
 mcpp.exe, mcppdll.dll
 CB79.rdf
 CB79用ライブラリファイル
 CB79用インクルードファイル
 CB79用サンプルプログラム
 CB79.hlp
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以下のファイルは、インストール時の OS及びインストール形式に応じてインストールしたディレクトリ下
(例:c:¥mtool¥PD79¥drivers)にコピーされます。

(1) 専用パラレル I/F用デバイスドライバ
(2) LPT I/F用デバイスドライバ
(3) USB用デバイスドライバ

 　　インストール形式
 ファイル名  Windows Me/98  Windows XP/2000/NT 4.0

 (1)  pca4202.sys
 setpca4202.exe  ×  ◎

 (2)  MLptDrv2.sys  ×  ◎

 (3)  MUsbDrv.sys
 MUsbDrv.inf  ○  ○
◎　システムへのインストールも同時に行われます。
〇　システムへのインストールは USB使用時に行います。
×　コピーされません。

「電子ファイル」
ファイル名 内容
pduj.pdf PC4701システム対応エミュレータデバッガユーザーズマニュアル1

pd79nj.pdf PD79 V.4.20 Release 1 リリースノート
cb79uj.pdf CB79ユーザーズマニュアル
cb79upj.pdf CB79プログラミングマニュアル
cb79sj.pdf CB79サンプルプログラムご紹介

2. Acrobat Reader2

電子ファイル(PDFファイル)を閲覧するためのソフトウェアです。本ソフトウェアは、アドビシステムズ社の製品です。

3. HTML Help Update コンポーネント
HTML ヘルプを表示するための追加コンポーネントです。本コンポーネントはマイクロソフト社から提供されている
ものです。PDヘルプが表示できない場合は、このセットアッププログラムを実行し、ヘルプ表示用ランタイムコンポー
ネントを更新して下さい(セットアップ終了後、Windowsを再起動する必要があります)。

 これらのものが製品に含まれていない場合は、ご購入いただいたルネサス テクノロジ営業または特約店にご連絡下さい。
 リリースノートの最後にソフトウェア使用権許諾契約書を添付しております。ソフトウェア開封前に必ずご覧下さい。
 ユーザ登録は、お客様への保守サービスに使用します。必ず登録下さいますようお願い申し上げます。

                                                          
1 PD79 V.4.xx、PD77 V.4.xx、PD38 V.5.xx 共通のマニュアルです。
2 電子ファイル(PDFファイル)を閲覧するためのソフトウェアです。本ソフトウェアは、アドビシステムズ社の製品です。



M3T-PD79 V.4.20 Release 1 リリースノート　第１版

Rev.2.00  2004.06.16  page 5 of 30
RJJ10J0585-0200Z

2. 動作環境動作環境動作環境動作環境
PD79及びCB79は、以下のホストマシン、エミュレータ、エミュレーションポッドで動作します。

表表表表1111　　　　ホストマシンホストマシンホストマシンホストマシン環境環境環境環境

ホストマシン名 IBM PC／AT及びその互換機
OS 日本語 Windows Me

日本語 Windows 98
日本語 Windows XP*1

日本語 Windows 2000
日本語 Windows NT 4.0

CPU PentiumII 233MHz以上を推奨
メモリ 128Mバイト以上を推奨

*1 Windows XP上では、専用パラレルインタフェースをサポートしていません。

表表表表2222　　　　エミュレータエミュレータエミュレータエミュレータ環境環境環境環境

エミュレータ名 説明

PC4701U エミュレータ PC4701Uを意味します。
PC4701M エミュレータ PC4701Mを意味します。
PC4701HS エミュレータ PC4701HS/PC4700H*2を意味します。
PC4701L エミュレータ PC4701L/PC4700Lを意味します。

*2シリアル番号の末尾がアルファベットである PC4700Hを使用してください。
シリアル番号は PC4700Hの底面に表示しています

表表表表3333　　　　エミュレーションポッドエミュレーションポッドエミュレーションポッドエミュレーションポッド環境環境環境環境

エミュレーションポッド名 説明

M37900T2-RPD-E 7900シリーズ用エミュレーションポッド
M37902T2-RPD-E*3 7902グループ用エミュレーションポッド
M37920T2-RPD-E*3 7920グループ用エミュレーションポッド
*3エミュレーションポッドのバージョンアップが必要です。
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3. インストールインストールインストールインストール手順手順手順手順

［［［［注意事項注意事項注意事項注意事項］］］］
ホストマシンの OSにWindows XP/2000/NT4.0 をご使用の場合は、administratoradministratoradministratoradministrator の権限を持つユーザが実行して下さ
い。
administratoradministratoradministratoradministratorの権限を持たないユーザでは、インストールを完了することができませんので、ご注意下さい。

3.1.3.1.3.1.3.1. PD7PD7PD7PD79999    V.4.20V.4.20V.4.20V.4.20    Release 1Release 1Release 1Release 1    ののののインストールインストールインストールインストール
3.1.1. PD79のインストール
以下の手順でインストールして下さい。

1. インストーラの起動
Windowsのエクスプローラ等から製品ディスクの¥PD79¥W95Jフォルダにある”setup.exe”を起動してくだ
さい。

2. ユーザ情報の入力
“ユーザ情報ダイアログ”において、ユーザ情報(ご契約者、所属、連絡先、インストール先)を入力してくださ
い。入力された情報は、メールによる技術サポートのフォーマットとなります。

3. コンポーネントの選択
“コンポーネントの選択”ダイアログにおいて、インストールするコンポーネントを選択してください。このダ
イアログでは、インストール先ディレクトリを変更することが可能です。

4. インストールの終了
セットアップが終了したことを知らせるダイアログが表示されましたら、インストールは終了です。

3.1.2. ユーザ登録ツールの起動
PC4701のユーザ登録用テキストファイルを生成します。

1. 登録ツールの起動
Windowsのエクスプローラ等から製品ディスクの¥Registerフォルダにある"reg4701m_j.exe"を任意のディレ
クトリにコピーし、起動して下さい。

2. ユーザ情報の入力
“ユーザ情報ダイアログ”において、ユーザ情報(ご契約者、所属、連絡先、PC)を入力してください。

3. 使用エミュレータデバッガの指定
“エミュレータデバッガ”ダイアログにおいて、PC4701と組み合わせてご使用になるエミュレータデバッガを
チェックして下さい。それ以外のエミュレータデバッガを使用される場合は、「その他」の欄にエミュレータ
デバッガ名を入力して下さい。

3.1.3. ユーザ登録
ユーザ登録用のテキストファイルが作成されています。そのテキストファイルに必要事項を入力頂き、弊社 ユーザ

登録窓口(regist_tool@renesas.com)宛にメールで送付ください。ユーザ登録用のテキストファイルは、
Windowsメニュー　[スタート]→[プログラム]→[RENESAS-TOOLS]→[PC4701U]→[ユーザ登録用紙]  （PC4701Uの場合）
Windowsメニュー　[スタート]→[プログラム]→[RENESAS-TOOLS]→[PC4701M]→[ユーザ登録用紙]  （PC4701Mの場合）

の選択でオープンできます。

3.2.3.2.3.2.3.2. Acrobat ReaderAcrobat ReaderAcrobat ReaderAcrobat Readerののののインストールインストールインストールインストール
PD79のマニュアルは、電子マニュアルとして提供しています。電子マニュアルを参照するためには、Acrobat

Readerが必要です。Acrobat Readerは、製品ディスクの Acrobatフォルダ以下に添付していますので必要に応じて
インストールしてください。最新版の Acrobat Reader、はアドビシステムズ社のホームページからダウンロードし
て下さい。
　アドビシステムズ社のホームページアドレス：　http://www.adobe.co.jp/

3.3.3.3.3.3.3.3. HTML Help Update HTML Help Update HTML Help Update HTML Help Update コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネントののののインストールインストールインストールインストール
PD79のヘルプは、HTMLヘルプとして提供しています。HTMLヘルプを表示するには、Internet Explorer 4.0

以降が組み込まれている必要があります。
HTMLヘルプが表示できない場合は、InternetExplorer4.0以降をインストールしていただくか、HTML Help

Update コンポーネント(Hhupd.exe)をインストールしていただくか、またはその両方をインストールしていただく
必要があります。

HTML Help Update コンポーネントのインストールプログラムは、製品ディスクの¥Utility¥Hhupd.exeに格納
してありますので、必要に応じてインストールしてください(セットアップ終了後、Windowsを再起動する必要があ

http://www.adobe.co.jp/
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ります)。また、最新版はマイクロソフト社の以下のサイトからダウンロードできます。

　　MSDNのホームページアドレス： http://msdn.microsoft.com/

3.4.3.4.3.4.3.4. USBUSBUSBUSBデバイスドライバデバイスドライバデバイスドライバデバイスドライバののののインストールインストールインストールインストール
USBデバイスドライバのインストールは、USB使用時に行います。
以下の手順で USBデバイスドライバをインストールしてください。

1. ホストマシンとエミュレータ PC4701Uを USBケーブルで接続してください。
2. エミュレータ PC4701Uの通信インタフェース設定スイッチ(背面パネル)を"USB"に設定し、電源を投入して

ください。
3. USBデバイスが検出され、対応するデバイスドライバをインストールするためのウィザードが起動します。

そのままウィザードに従うとセットアップ情報ファイル(infファイル)を指定するためのダイアログがオープン
します。 PD79をインストールしたディレクトリ下(例:c:¥mtool¥pdxx¥drivers)のmusbdrv.infファイルを指定し
てください。

［［［［注意事項注意事項注意事項注意事項］］］］
・ USBデバイスドライバをインストールするには、あらかじめご使用になるPD79がインストールされている必要があ
ります。先にPD79をインストールしてください。

・ USB通信は、Windows Me/98/XP/2000以外の OSでは使用できません。
・ Windows XP/2000をご使用の場合、USBデバイスドライバのインストールは Administrator権限を持つユーザが
実施してください。

・ インストール中にデバイスドライバ本体musbdrv.sysが見つからないというメッセージが出る場合があります。
musbdrv.sysはmusbdrv.infファイルと同じディレクトリに格納されていますので、こちらを指定してください。

3.5.3.5.3.5.3.5. SETIPSETIPSETIPSETIPをををを使用使用使用使用したしたしたした LANLANLANLAN通信通信通信通信のののの設定設定設定設定(PC4701U(PC4701U(PC4701U(PC4701U使用時使用時使用時使用時のみのみのみのみ))))
PDxxに付属のユーティリティ SETIPを使用して出荷時設定のエミュレータ PC4701Uに IPアドレス等を設定す

ることができます。SETIPは、同一ネットワーク上に接続された出荷時設定の PC4701Uを検出します。SETIPは、PDxx
をインストールしたディレクトリ下に格納されています(例:c:¥mtool¥pdxx¥utility)。ファイル名は、setip.exeです。
以下の手順で PC4701Uに IPアドレスを登録してください。

1. エミュレータ PC4701Uを LANケーブルでホストマシンと同じネットワーク(同じサブネット)に接続してくださ
い。

2. エミュレータ PC4701Uの通信インタフェース設定スイッチ(背面パネル)を"LAN"に設定し、電源を投入してくだ
さい。

3. SETIPを起動してください。起動すると以下のダイアログがオープンし、ネットワーク上に接続された PC4701U
情報を表示します(MACアドレスに続いて PC4701Uのシリアル番号を表示します)。

IP アドレスを登録するには、Next ボタンをクリックしてください。登録を中止するには、Close ボタンをクリックして
ください。 表示されない場合は、通信インタフェース設定スイッチの確認の上、電源を再投入してください。その後、Search
ボタンをクリックしてください。

4. Nextボタンをクリックすると以下のダイアログがオープンします。 IPアドレス、サブネットマスク、ポート番
号、デフォルトゲートウェイの IPアドレスを設定してください。同一ネットワークの同一サブネットマスク上で
PC4701Uを使用される場合は、デフォルトゲートウェイの IPアドレスを省略することができます。

http://msdn.microsoft.com/
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ポート番号は、4桁の任意の数値を指定してください(PDxx起動時にその数値を入力します)。 IPアドレス、サブネット
マスク、デフォルトゲートウェイの指定内容については、ネットワークの管理者にお問い合わせください。

5. ダイアログの Setボタンをクリックしてください。エミュレータ PC4701Uに指定した IPアドレス等を登録しま
す。正しく登録できた場合は、以下のダイアログがオープンします。

ダイアログの内容を確認後、OKボタンをクリックしてください。
6. エミュレータ PC4701Uの電源を再投入してください。登録した IPアドレスは、電源再投入後に有効となります。

((((注意事項注意事項注意事項注意事項))))
同一ネットワーク上に複数の出荷時設定の PC4701Uが接続されている場合、最初に検出した PC4701Uのみを

表示します。
既に IPアドレスが設定された PC4701Uは、SETIPで検出することはできません。その場合は、他の通信イン

タフェースで接続した後、Initダイアログで IPアドレスを再登録してください。
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4. 技術技術技術技術サポートサポートサポートサポート
4.1.4.1.4.1.4.1. 電子電子電子電子メールメールメールメールによるによるによるによる技術技術技術技術サポートサポートサポートサポート

インストール時に入力いただいた情報を元に技術サポート用のテキストファイルを作成しています。そのテキスト
ファイルにご質問内容を入力頂き、弊社サポート窓口(support_tool@renesas.com)宛に送付ください。
テキストファイルは、

Windows メニュー　[スタート]→[プログラム]→[RENESAS-TOOLS]→[PD79 V.4.20 Release 1]→[サポート連絡書]
の選択でオープンできます。

4.2.4.2.4.2.4.2. FAXによるによるによるによる技術技術技術技術サポートサポートサポートサポート
ユーザーズマニュアル後部の技術サポート連絡書に必要事項を記入頂き、下記の弊社ツール技術サポート窓口宛に

送付ください。FAX: 06-6398-6191

「「「「技術技術技術技術サポートサポートサポートサポートにににに関関関関するおするおするおするお願願願願いいいい」」」」
弊社のソフトウェアツールでは、動作環境としてホストマシンの種類を指定しています（例： IBM PC／AT とその互換
機等）。これは弊社が想定する（サポートの対象とする）動作環境を示すためのもので、該当するすべての機種や、該当す
る機種のあらゆる環境（デバイスドライバ、周辺装置等）においての動作を"保証"するものではありません。弊社が指定し
た動作環境でソフトウェアツールをお使いの場合に万一、問題が発生した場合は、その問題を解決するための技術サポート
（不具合修正や問題回避策のご連絡等）をさせて頂きます。
なお、お客様の環境下で発生した問題が弊社の動作環境下で再現できない場合、その問題を解決するためにお客様にご協
力頂く場合があります（お客様同意の上、機材等をお借りする場合があります）。あらかじめご了承下さいますようお願い
申し上げます。

4.3.4.3.4.3.4.3. ホームページホームページホームページホームページによるによるによるによるサポートサポートサポートサポート
下記 URLのホームページにて、ツールのデータシート、過去のツールニュース、FAQなど、ツールに関するさまざまな情

報を提供しております。
ルネサス開発環境ホームページ：　http://www.renesas.com/jp/tools

また、
Windows メニュー　[スタート]→[プログラム]→[RENESAS-TOOLS]→[ルネサス開発環境Home Page(リンク)]

からもアクセス可能です。
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5. 注意事項注意事項注意事項注意事項
5.1.5.1.5.1.5.1. エミュレーションポッドエミュレーションポッドエミュレーションポッドエミュレーションポッドのののの取取取取りりりり扱扱扱扱いいいい説明書説明書説明書説明書についてについてについてについて
エミュレーションポッドの取り扱い説明書には、エミュレーションポッド使用上の注意事項が記載されています。

PD79を使用される前に必ずお読み下さい。

5.2.5.2.5.2.5.2. PD7PD7PD7PD79999ののののブレークブレークブレークブレーク機能機能機能機能についてについてについてについて
PD79では、プロセッサモード、ブレークを設定する領域によって使用できるブレーク機能に制限があります。以下

に詳細を示します。

MCU プロセッサモード 領域 S/Wブレーク H/Wブレーク
(PC4700L/PC4701L)

SFR × ×
RAM × ×
00～03バンク ○ ○

ROMレス版 マイクロプロセッサ

04～FEバンク △ ○
SFR × ×
RAM × ×
ROM △* ×
00～03バンク △* ×

シングルチップ

04～FEバンク △* ×
SFR × ○
RAM × ○
ROM △* ○
00～03バンク △* ○

メモリ拡張

04～FEバンク △* ○
SFR × ○
RAM × ○
ROM ○ ○
00～03バンク ○ ○

フラッシュROM
内蔵マイコン

マイクロプロセッサ

04～FEバンク △ ○
注：7900シリーズでは、FFバンクは予約領域となっており使用できません。

○：使用可能
△ ：エミュレーションメモリを割り当てることで使用可能
△*：エミュレーションメモリを割り当てることで使用可能
　　 ただし、一部MCUでは、内部ROMにオーバーラップした空間については、使用できません。
×：使用不可能

チップブレーク、H/Wブレーク（PC4701U/M/HSおよび PC4700H）は領域、プロセッサモードに関わらず使用で
きます。

5.3.5.3.5.3.5.3. エミュレータエミュレータエミュレータエミュレータののののリセットスイッチリセットスイッチリセットスイッチリセットスイッチのののの押下押下押下押下についてについてについてについて
エミュレータ本体のシステムリセットが正常に動作しない場合、PD79を終了させた後エミュレータの電源を再投入

し、PD79を再起動してください。その後、プログラムを再ダウンロードしてください。

5.4.5.4.5.4.5.4. ファイルファイルファイルファイルととととディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリのののの取取取取りりりり扱扱扱扱いについていについていについていについて
PD79はWindows Me/98、Windows XP/2000/NT上で動作しますが以下の点に注意してご使用頂くようお願いしま

す。
1. ファイル名、及びディレクトリ名について

 空白文字を含むファイル名、ディレクトリ名は使用できません。
 漢字のファイル名、ディレクトリ名は使用できません。
 .（ピリオド）が２つ以上ついたファイルは使用できません。

2. ファイル指定、及びディレクトリ指定について
 “...”（２つ上のディレクトリ指定）は使用できません。
 ネットワークパス名は使用できません。ネットワークパス名を使用する場合は、ドライブに割り当てて
使用してください。
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5.5.5.5.5.5.5.5. CCCC言語言語言語言語デバッグデバッグデバッグデバッグ機能機能機能機能についてについてについてについて
PD79での C言語デバッグ時には以下の点に御留意下さい。

 Cコンパイラが最適化のために、異なる変数を同じアドレスに配置する場合があります。このため、C Watch
Window等での C変数の表示において異なる変数に同じアドレスが表示される場合があります。

 コンパイル時に、－O、－OR、－OSオプションを使用した場合、ソース行情報の一部が変更される最適化が
行われる可能性があります。このため、PD79でのデバッグにおいて STEP実行が正しく行われない等の制限
が生じます。これを防止するために、－O、－OR、－OSオプションを指定してソース行情報を変更したくな
い場合は、－ONBSD（もしくは－Ono_Break_source_debug）オプションを使用する必要があります。

 アセンブラ言語で変数の領域を確保し、C言語プログラムから参照する場合、このような変数をグローバルウィン
ドウで表示することはできません。

5.6.5.6.5.6.5.6. 状態遷移状態遷移状態遷移状態遷移ブレークブレークブレークブレーク////トレースウィンドウトレースウィンドウトレースウィンドウトレースウィンドウのののの PIDPIDPIDPID指定機能指定機能指定機能指定機能についてについてについてについて
状態遷移ブレーク/トレースウィンドウで特定のタスク（プロセス）のみを監視するための PID設定機能は使用でき

ません。

5.7.5.7.5.7.5.7. プログラムプログラムプログラムプログラム実行中実行中実行中実行中にににに実行可能実行可能実行可能実行可能ななななコマンドコマンドコマンドコマンド
以下のコマンドは、ユーザプログラム実行中に実行可能ですが、コマンド処理時にユーザプログラム実行を一時停止

させ、コマンド処理後に再度実行を開始します。
また、MCUが STP/WIT命令実行中の場合、ユーザープログラム復帰後、STP/WIT命令の次の命令から実行を開始

します。
 S/Wブレークの設定、解除
 メモリの参照、充填
 リアルタイム RAMモニタのベースアドレスの設定
 リアルタイム RAMモニタの初期化
 区間時間測定ウィンドウの各測定条件の設定
 H/Wブレークの設定

5.8.5.8.5.8.5.8. カバレッジカバレッジカバレッジカバレッジ機能機能機能機能についてについてについてについて
PD79のカバレッジ測定機能では、オペコードフェッチに対するカバレッジのみが検出され、オペランドの読み込み

に対するカバレッジが検出されません。従って、カバレッジウィンドウ、カバレッジコマンドで表示されるカバレッジ
は実際のカバレッジと異なります。ただし、C言語プログラムの行単位の実行/非実行はカバレッジソースウィンドウで
確認することができます。

5.9.5.9.5.9.5.9. DMADMADMADMA１１１１バスバスバスバス転送時転送時転送時転送時ののののリードリードリードリード////ライトライトライトライト信号信号信号信号についてについてについてについて
I/Oからメモリへの１バス転送であっても、トレース結果としてリードが残ります。

5.10.5.10.5.10.5.10. リアルタイムトレースリアルタイムトレースリアルタイムトレースリアルタイムトレースののののサイクルサイクルサイクルサイクルについてについてについてについて
リアルタイムトレースのサイクルはマイコンの実行サイクルとは異なりますのでご注意下さい。

5.11.5.11.5.11.5.11. F/WF/WF/WF/Wののののダウンロードダウンロードダウンロードダウンロードについてについてについてについて
はじめて PD79を使用される場合やエミュレータに PD79用以外の F/Wがダウンロードされている場合、F/Wのダ

ウンロードが正常に行われない場合があります。この場合は以下の方法で再度ダウンロードしてください。
(1) エミュレータ本体の電源を入れてから 2秒の間にシステムリセットスイッチを押し、メンテナンス用の特殊モードに切

換えます。
(2) PD79を起動し、メッセージに従って、再度ダウンロードしてください。

5.12.5.12.5.12.5.12. 区間時間測定区間時間測定区間時間測定区間時間測定ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウについてについてについてについて
区間時間測定ウィンドウでは、マイクロ秒単位での表示を実現するためにエミュレータ内のクロックを使用して区間

時間をカウントしています。MCUの動作タイミングで変化する区間指定信号(MP1～MP4)とエミュレータ PC4701U/
Ｍ/HSおよび PC4700Hの本体内クロックとの同期合わせ回路部分に不具合があり、以下のような測定結果を表示する
場合があります。

 最小時間が極端に少ない。
 測定回数が実際より少ない。
 同じイベントを 4つの測定区間信号に割り当てているのに、測定結果が異なる。

時間計測についてはトレースウィンドウのバスモード時に表示される実行時間結果および全実行時間結果の表示をご
活用くださいますようお願いいたします。
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本件の詳細については 1998年 7月 16日付ツールニュース「PC4701HS/PC4700Hエミュレータ区間時間測定ウィ
ンドウご使用上のお願い」を参照してください。

5.13.5.13.5.13.5.13. MRMRMRMRウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ、、、、MRMRMRMRコマンドコマンドコマンドコマンドについてについてについてについて
ターゲットプログラム作成の際、ご使用のMR79のバージョンに対応したスタートアップファイル

（crt0mr.a79/start.a79）をご使用ください。スタートアップファイルの内容がMR79のバージョンに対応していない
場合、MRウィンドウ・MRコマンドは正常に動作しません。

5.14.5.14.5.14.5.14. MCUMCUMCUMCU内蔵内蔵内蔵内蔵フラッシュフラッシュフラッシュフラッシュ ROMROMROMROMへのへのへのへのダウンロードダウンロードダウンロードダウンロードについてについてについてについて
7900シリーズのエミュレータでは、シングルチップモード及びメモリ拡張モードのデバッグ時、MCU内蔵フラッ

シュ ROMへプログラムをダウンロードします。
このMCU内蔵フラッシュ ROMは、書き込み／消去の回数が有限であるため、寿命による交換が必要となりますの

でご注意ください。
プログラムのダウンロード時に以下のエラーが頻繁に発生する場合は、MCUを交換してください。

 フラッシュ ROM消去エラーが発生しました。ERROR(11508)
 フラッシュ ROMベリファイエラーが発生しました。ERROR(11509)

交換用MCUのご購入については、最寄りの特約店へお問い合わせください。

5.15.5.15.5.15.5.15. CCCC言語言語言語言語デバッグデバッグデバッグデバッグ機能機能機能機能についてについてについてについて
アセンブリ言語で変数の領域を確保し、C言語プログラムから参照する場合、このような変数をCウォッチウィンドウで表

示することはできません。例えば以下のような場合、P0をCウォッチウィンドウやグローバルウィンドウで表示することは
できません。

5.16.5.16.5.16.5.16. TaskTaskTaskTaskトレースウィンドウトレースウィンドウトレースウィンドウトレースウィンドウについてについてについてについて
RTOS Informationダイアログの PID設定で、アクセスサイズにWORDを指定する場合に以下の制限事項がありま

す（これらの条件を満たさない場合、正常に動作しません）。
 PID情報格納領域が偶数アドレスに割り付けられている必要があります。
 PID情報格納領域が 16ビットバス幅でアクセスされる領域に割り付けられている必要があります。

5.17.5.17.5.17.5.17. Windows MeWindows MeWindows MeWindows Me、、、、Windows 98Windows 98Windows 98Windows 98、、、、Windows XPWindows XPWindows XPWindows XP、、、、Windows 2000 Windows 2000 Windows 2000 Windows 2000 上上上上でのでのでのでの LANLANLANLAN接続接続接続接続についてについてについてについて
Windows Me, Windows 98, Windows XP, Windows 2000でエミュレータとLAN接続する場合、以下のレジストリを設定

する必要があります。

 Windows Me/98の場合
キー 値
HKEY_LOCAL_MACHINE¥System¥CurrentControlSet¥Services¥VxD¥MSTCP¥SackOpts 0

(REG_SZ)

 Windows XP/2000の場合
キー 値
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥Tcpip¥Parameters¥SackOp
ts

0
(REG_DWORD)

PD79をインストールする際に、このレジストリを設定するかどうかを選択できます。PD79をインストールした後にWindows
Me, Windows 98, Windows XP, Windows 2000へバージョンアップされた場合は、PD79を再インストールするか、レジスト
リ設定プログラムSack.exeを実行してこのレジストリを設定する必要があります。

レジストリ解除プログラムUnSack.exeを実行すれば、このレジストリ設定を解除できます。
 レジストリ設定プログラム Sack.exe
 レジストリ解除プログラム UnSack.exe

.ORG 003E0H
_P0: .BLKB 1

：
：

アセンブリ言語ファイル
extern unsigned char P0;
void main( void )
{

P0 = 0x01;
  ：
  ：

}

C言語ファイル
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上記プログラムは、製品がインストールされたディレクトリ（例:C:¥MTOOL¥PD79）の¥Utilityに格納されています。
Windows XP/2000をご使用の場合、Sack.exe及びUnSack.exeは、Administratorの権限を持つユーザが実行して下さい。

Administratorの権限を持たないユーザでは、レジストリの設定ができません。

「補足」
Windows Me, Windows 98, Windows XP, Windows 2000のTCPは、"Selective Acknowledgments (SACK)"をサポートし

ています。SACKは、衛星通信のような高いバンド幅と高い遅延があるネットワークでの通信性能を向上させるための機能で
す。詳細はRFC 2018に文書化されています。Windows Me, Windows 98, Windows XP, Windows 2000のデフォルト設定で
は、SACKのサポートが許可されていますが、Windows Me, Windows 98, Windows XP, Windows 2000でエミュレータとLAN
接続するには、SACKのサポートを禁止する必要があります。上記レジストリを設定することでSACKのサポートを禁止で
きます。
なお、SACKのサポートを禁止した場合には、衛星通信のような高いバンド幅と高い遅延があるネットワークを使用した場

合に、SACKをサポートする場合と比較して通信性能が低下する可能性があります。

5.18.5.18.5.18.5.18. RAMRAMRAMRAMモニタウィンドウモニタウィンドウモニタウィンドウモニタウィンドウについてについてについてについて
 リアルタイムRAMモニタ機能はバスアクセスのデータを取得し表示を行っております。したがって、ターゲットプログ
ラムによるアクセス以外のRAM/SFR領域の変更は反映されません。

 奇数番地からのワードアクセスに対して正常な表示ができません。これはMCUとエミュレータのインタフェース上避
けることのできない制限です。ワードデータを偶数番地から配置するようアセンブラAS79のオプションをご活用くださ
い。

5.19.5.19.5.19.5.19. MCUMCUMCUMCU内蔵内蔵内蔵内蔵フラッシュフラッシュフラッシュフラッシュ ROMROMROMROMのののの書書書書きききき換換換換ええええ、、、、およびおよびおよびおよびソフトウェアブレークソフトウェアブレークソフトウェアブレークソフトウェアブレークについてについてについてについて
　MCU内蔵フラッシュROMに対して書き換え（メモリウインドウ・ダンプウインドウ・ラインアセンブル等）とソフトウェ
アブレーク設定が可能になりました。ただし、タゲットプログラム実行中は、同領域に対する操作はできません。
　この機能は、実際にMCU内蔵フラッシュメモリを書き換えることにより実現しています。デバッガのレスポンスを極力落
とさないため、書き換えはプログラムの実行前後に実施しております。
　そのため、シングルステップやプログラム実行時に従来より時間がかかりますのでご了承ください。
　PD79 でサポートしております、チップブレークのみご使用（ソフトウェアブレーク、MCU 内蔵フラッシュ ROM 未操作
状態）される場合は、従来と同等のレスポンスでご使用いただけます。
＜＜＜＜ごごごご注意注意注意注意くださいくださいくださいください＞＞＞＞
　本機能を使用する場合、下記エミュレーションPODのバージョンアップが必要となります。

・ M37902T-RPD-E
・ M37920T-RPD-E

　本バージョンアップについては、弊社ホームページをご参照ください。

5.20.5.20.5.20.5.20. MCUMCUMCUMCU内蔵内蔵内蔵内蔵フラッシュフラッシュフラッシュフラッシュ ROMROMROMROMのののの CPUCPUCPUCPU書書書書きききき換換換換えをえをえをえを実行実行実行実行するするするするプログラムプログラムプログラムプログラムののののデバッグデバッグデバッグデバッグについてについてについてについて
　CPU書き換えプログラムのデバッグには対応しておりません。
　本バージョンを使用して CPU 書き換えプログラムを実行した場合、書き換えられた内容は PD79 上に反映されません。そ
のため、プログラムが暴走する可能性があります。
　CPU書き換えプログラムを実行する場合は、弊社ツールサポート窓口(support_tool@renesas.com)にお問い合わせください。

5.21.5.21.5.21.5.21. MCUMCUMCUMCU品種品種品種品種によるによるによるによる制限事項制限事項制限事項制限事項についてについてについてについて
 M37902 3.3V版のデバッグについて

M37900T2-RPD-E + M37902TL-PRB（開発中）の組合せでご使用ください。
MCUファイルは、M37902FGMMMM.MCUをご使用ください（M37902FG.MCUでは動作しません）。
M37902 3.3V版のエミュレータMCU（M37902FGM）の制限により、MCU内蔵フラッシュROMに対するソフト
ウェアブレークの設定・メモリ書き換え機能がご使用になれません。

 M37903F8のデバッグについて
M37900T2-RPD-E + M37902T-PRBの組合せでご使用ください（注：M37902T-RPD-Eは対応しておりません）。
M37903のデバッグには、エミュレータMCUとしてM37902を使用しているため下記制限がありますのでご了承く
ださい。
・ M37903F8の内部ROM=61KBに対してデバッガを使用した場合、64KB空間がMCU内蔵フラッシュROM

領域として強制的に割り付けられます。
　　　　　 M37903F8　　　　　　 内部ROM　1000h～103FFh　(61KB)
　　　　　　 エミュレータシステム 内部ROM　1000h～10FFFh　(64KB)

・ 特殊機能選択レジスタ 0（62h番地）のアクセスについては、下記注意が必要です。
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特殊機能選択レジスタ 0の書き換え時、ビット 7に常に “1” を書き込んでください。
MCUの仕様上は、このビットは “0” 固定ですが、ツールの仕様上 “1” を書き込む必要があります。

5.22.5.22.5.22.5.22. 同時同時同時同時にににに複数複数複数複数ののののPD7PD7PD7PD79999をををを実行実行実行実行するするするする場合場合場合場合についてについてについてについて
PD79は設定保存ファイルを（PD79.INI）を実行ファイルと同じディレクトリに作成します。PD79を同時に複数実行する

場合は、PD79を別ディレクトリにもインストールし、それぞれを実行してください。

5.23.5.23.5.23.5.23. 関数内関数内関数内関数内ローカルローカルローカルローカル変数変数変数変数のののの表示表示表示表示についてについてについてについて
　複数の関数内ローカル変数が、コンパイラの最適化により同一領域に割り当てられている場合、その変数の値がCウォッチ
ウィンドウなどで正しく表示できない場合があります。

5.24.5.24.5.24.5.24. WindowsWindowsWindowsWindows    XPXPXPXPでででで LPTLPTLPTLPTパラレルインタフェースパラレルインタフェースパラレルインタフェースパラレルインタフェースをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合のののの注意事項注意事項注意事項注意事項
Windows XPでLPTパラレルインタフェースを使用する場合、以下の現象が発生する場合があります。

(1) デバッガがフリーズする。
(2) デバッガの動作が異常に遅くなる。
(3) 通信エラーが発生する。
(4) (3)以外のエラーが頻繁に出る。

本現象は、Windows XP標準ドライバ Parport.sys がLPTポートに接続されたエミュレータと通信を行っている間にデバッ
ガを起動すると、エミュレータとデバッガとの通信が正常に行えないために発生します。これらの現象が発生する場合、以下(a)
または(b)いずれかの回避策を実施してください。

(a) 修正プログラム (LptFix.exe) を実行してください。
LptFix.exeは、Parport.sysを起動しないようにする修正を行います。そのためLptFix.exe実行後は、LPTポートに
接続したエミュレータ以外の機器が正常動作しない場合があります。エミュレータ以外の機器をLPTポートに接続
して使う場合は、回避策(b)を実施されることをお奨めします。

(1) 修正プログラム LptFix.exe(36.0KB) は、PD79をインストールしたディレクトリ下に格納されています
(例:c:¥mtool¥PD79¥utility)。

(2) コマンドプロンプトを起動し(Windows XPの「スタートメニュー」→「プログラム」→「アクセサリ」→「コマン
ドプロンプト」)、修正プログラムがあるフォルダに移動してください。

(3) コマンドプロンプトで以下のコマンドを入力してください。
-----------------------
>LptFix
-----------------------
(>は、コマンドプロンプトを示します。)

(4) PCを再起動してください。

[注意事項]
LptFix.exeを実行した場合は、デバッグ作業が終了し、エミュレータを取り外す際に、LptFix.exeの解除も行うよ
うにしてください。

LptFix.exeの解除方法
LptFix.exe実行後に、Parport.sysを元に戻すには以下の処理を実行してください。

(1) コマンドプロンプトを起動し、修正プログラムがあるフォルダに移動してください。
(2) コマンドプロンプトで以下のコマンドを入力してください。

-----------------------
>LptFix /U
-----------------------

PCを再起動してください。

(b) PC起動後、最初にエミュレータを起動した後、エミュレータの起動から約 1分待ってからデバッガを起動してくだ
さい。PC起動後、最初のエミュレータ起動時でなければ、エミュレータ起動後すぐにデバッガを起動しても問題な
く動作します。

なお、ホストPCによっては上記条件を満たしても問題が発生しない場合があります。問題が発生していない場合、回避策
を実施する必要はありません。
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5.25.5.25.5.25.5.25. Windows XPWindows XPWindows XPWindows XPでででで LANLANLANLANインタフェースインタフェースインタフェースインタフェースをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合のののの注意事項注意事項注意事項注意事項
Windows XP で付属のユーティリティ SetIp.exe を使用してエミュレータに IP アドレス等を設定する場合、ネット
ワーク上に接続されたエミュレータの情報(MAC アドレス*13および製品シリアル番号)が表示されず、IP アドレスを設
定できません。この場合、以下(1)または(2)いずれかの方法を実施してください。

(1) 修正版の SetIp.exeを使用して IPアドレス等を設定してください。
修正プログラムは、以下のURLからダウンロードし、エミュレータデバッガをインストールしたディレクトリ下
の utilityに格納してください。
[2004年 6月 7日から公開予定]

        http://www.renesas.com/jpn/products/mpumcu/toolhp/toolnews/n040601/tn1.htm

(2) エミュレータを他の通信インタフェース(USBなど)で PCと接続した後、エミュレータデバッガの Initダイア
ログで IPアドレスを設定してください。Initダイアログによる IPアドレス設定については、エミュレータデ
バッガのユーザーズマニュアルもしくはオンラインヘルプを参照してください。

                                                          
3 ネットワークに接続されている機器を識別するための固有の番号。

http://www.renesas.com/jpn/products/mpumcu/toolhp/toolnews/n040...
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6. マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルのののの補足補足補足補足

6.1.6.1.6.1.6.1. InitInitInitInitダイアログダイアログダイアログダイアログののののMCUMCUMCUMCUタブタブタブタブについてについてについてについて
　通信インタフェースに USB を選択すると、ホスト PC に接続されている PC4701U のシリアル No が、Init ダイアログの
MCUタブに表示されます。接続するPC4701UのシリアルNoを選択してください。シリアル Noは PC4701Uの底面に表
示しています。

6.2.6.2.6.2.6.2. トレースウィンドウトレースウィンドウトレースウィンドウトレースウィンドウについてについてについてについて
　実行した命令とその命令がアクセスしたメモリの内容を参照するには、トレースウィンドウのツールバーから“MIX”ボタ
ンをクリックしてください。トレースウィンドウの表示がMIXモードに切り替わります。PD79ウィンドウのメニュー

［Option］→［Mode］→［Mix］
でも切り替わります。
　AccessData 表示欄にアクセスしたメモリの内容が表示されます。アドレス、データ、アクセス種別（R：リード、W：ライ
ト）の順に表示します。
　トレースウィンドウのツールバーに“MIX”ボタンが表示されていない場合は、トレースウィンドウのツールバーをダブル
クリックしてください。ツールバーの変更ダイアログがオープンしますので、“MIX”ボタンを追加してください。

6.3.6.3.6.3.6.3. TraceListDataTraceListDataTraceListDataTraceListDataコマンドコマンドコマンドコマンドについてについてについてについて
　TraceListData(TLD)コマンドは、リアルタイムトレースの結果を逆アセンブル結果とその命令がアクセスしたメモリの内
容を表示します。入力書式を以下に示します。

TraceListData [ 開始サイクル ] [, 終了サイクル ]

6.4.6.4.6.4.6.4. TaskTaskTaskTaskトレーストレーストレーストレース////アナライズウィンドウアナライズウィンドウアナライズウィンドウアナライズウィンドウについてについてについてについて
Taskトレース/アナライズウィンドウを使用するためには、ダウンロードしたプログラムが使用しているリアルタイム
OS(対象リアルタイム OS)に関する以下の情報を設定する必要があります。

・ 実行タスク ID格納領域のラベル（アドレス値）とそのサイズ
・ タスク開始アドレス計算式

これらの情報は、PD79起動後初めて Taskトレースウィンドウを使用する時、まずオープンする RTOS Informationダ
イアログで指定します。各項目の指定内容は以下のとおりです（指定内容はご使用のリアルタイム OSによって異なり
ます）。

例例例例：：：：MR79MR79MR79MR79をごをごをごをご使用使用使用使用のののの場合場合場合場合
弊社製リアルタイム OS（MR79）のデータ構造は以下のようになっています。

<実行タスク ID格納領域>

__RUNtsk
実行タスク ID番号（1バイト）
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<タスクエントリ>

__D_TCB_ENT_LOW

__D_TCB_ENT_HIG

タスク番号 1の開始アドレス下位 16bit分（2バイト）

タスク番号 2の開始アドレス下位 16bit分（2バイト）

タスク番号 3の開始アドレス下位 16bit分（2バイト）

タスク番号 1の開始アドレス上位 8bit分（1バイト）

タスク番号 2の開始アドレス上位 8bit分（1バイト）

タスク番号 3の開始アドレス上位 8bit分（1バイト）

この場合、PD79の RTOS Informationダイアログの設定内容は以下のようになります。

項目 指定内容
PID Address __RUNtsk
PID Access Size BYTE
Task Entry ([__D_TCB_ENT_HIG+(%TaskID-1)].b<<@16) +

[__D_TCB_ENT_LOW+(%TaskID-1)*2].w

※上記式は、PD79の式の記述方法に従った書式で記述します。なお、「%TaskID」は、PD79で予め指定されているマ
クロ変数です。タスク ID番号が代入される位置に記述してください。

6.5.6.5.6.5.6.5. エラーメッセージエラーメッセージエラーメッセージエラーメッセージについてについてについてについて
PD79 V.3.10 Release1から、以下のエラーメッセージを追加しました。

番号 エラーメッセージ 対応・補足
16347 指定領域は内部(フラッシュ)ROM 領域以外

が含まれています。
弊社技術サポート窓口(support_tool@renesas.com)
にご連絡ください。

16348 指定領域はＳＦＲ領域/内部ＲＡＭ領域を含み
ます。

ソフトウェアブレークは、SFR領域および内部RAM領
域に設定できません。チップブレークをご使用くださ
い。

6.6.6.6.6.6.6.6. 添付添付添付添付カスタムコマンドカスタムコマンドカスタムコマンドカスタムコマンドについてについてについてについて
PD79は、以下のカスタムコマンドを添付しています。
PD79をインストールすると、以下のディレクトリに添付カスタムコマンドの各種ファイルがコピーされます。

[mtool]¥PD79¥Macro
（※ [MTOOL]は、お客さまがインストール時に指定したディレクトリです。）

＜＜添付カスタムコマンド一覧＞＞
 プロテクトコマンドプロテクトコマンドプロテクトコマンドプロテクトコマンド
添付ファイル格納先：

ディレクトリ ファイル名
M_PT m_pt.p

readme_j.txt
機能：
全アドレス空間に対してプロテクトブレークを設定するコマンドです。
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本コマンドの詳細、使用方法の詳細については、ReadMeファイルを参照ください。

 カスタムダンプウィンドウカスタムダンプウィンドウカスタムダンプウィンドウカスタムダンプウィンドウ
ファイル格納先：

ディレクトリ ファイル名
DumpWin dump_win.p

dump_win_j.pdf
機能：

1行の桁数を 1～32バイトの間で変更できるダンプウィンドウです。
本ウィンドウの詳細、使用方法の詳細については、dump_win_j.pdfをご参照ください。

 ブレークブレークブレークブレーク要因表示要因表示要因表示要因表示ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ
ファイル格納先：

ディレクトリ ファイル名
BreakFactor bfact_win.p

readme_j.txt
機能：

ターゲットプログラムがブレークしたとき、そのブレーク要因を表示するウィンドウです。
本ウィンドウの詳細、使用方法の詳細については、readme_j.txtをご参照ください。
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7. CB79およびおよびおよびおよびカスタムカスタムカスタムカスタム機能機能機能機能についてについてについてについて

CB79、およびカスタムウィンドウ機能は、PD79に付属するサービスツールです。これらの技術サポートは、「ル
ネサス開発環境」ホームページ（URL：http://www.renesas.com/jp/tools）に最新情報を掲載する事によって対応させ
て頂きます。
なお下記の条件を満たす質問については、電子メールにて対応させて頂きますが、弊社の可能な範囲内でのサポート

（必ずしも全てのご質問・ご要望にお応えできない可能性あり）になりますので、予めご了承願います。

・弊社サポート窓口(support_tool@renesas.com)に電子メールにて質問ください。
・ お客様が作成されたカスタムウィンドウ/コマンドの誤動作についてのご質問の際は、弊社の環境でその現象が再現
できる最小のサンプルプログラム（問題の本質に係わらない部分を全て取り除いたもの）のソースファイル、バイ
ナリを電子メールに添付ください。
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8. バージョンレポートバージョンレポートバージョンレポートバージョンレポート
本章では、変更したソフトウエアの仕様について説明しております。

8.1.8.1.8.1.8.1. PD7PD7PD7PD79999    4.204.204.204.20    Release 1Release 1Release 1Release 1
本バージョンでは、前バージョンPD79 V.4.10 Release 1Bから以下の仕様を変更しました。
8.1.1. 仕様変更

 インストール時、ライセンス IDの入力が不要になりました。
プログラムダウンロード時、すべてのソフトウェアブレークポイントを削除するようにしました。

8.2.8.2.8.2.8.2. PD7PD7PD7PD79999    V.4.10V.4.10V.4.10V.4.10    Release 1ARelease 1ARelease 1ARelease 1A、、、、PD7PD7PD7PD79999    V.4.10V.4.10V.4.10V.4.10    Release 1BRelease 1BRelease 1BRelease 1B
本バージョンでは、前バージョンPD79 V.4.10 Release 1から以下の仕様を変更しました。
8.2.1. 制限事項の改修

 LPTパラレルインタフェースを使用した場合、起動時に通信エラーが発生する場合がある制限事項を改修しました。
（詳細は、2002年 10月 16日発行のツールニュース(MAECT-PD79_2-021016D)を参照）

8.3.8.3.8.3.8.3. PD7PD7PD7PD79999    V.4.10V.4.10V.4.10V.4.10    Release 1Release 1Release 1Release 1
本バージョンでは、前バージョンPD79 V.4.00 Release 1から以下の仕様を変更しました。
8.3.1. 制限事項の改修

 ターゲットプログラム実行中に、ダイアログボックス（ブレークポイントの設定や表示ウィンドウを変更するためのダ
イアログボックス等）を表示しようとしても、ダイアログボックスが表示されず、その後の操作ができなくなることが
ある制限事項を改修しました。
（詳細は、2001年 5月 16日発行のツールニュース(MAECT-PD32RSIM-010516D)を参照）

 プログラムウィンドウおよびソースウィンドウでソースファイルをオープンする際、BRK 欄に「-」が表示され
ずブレークポイントを設定できない、あるいは、表示を SRCモードからMIXモード、DISモードに切り換える
ことができない制限事項を改修しました。
（詳細は、2001年 5月 16日発行のツールニュース(MAECT-PD308-010516D)を参照）

 Cウォッチウィンドウに変数を登録すると、デバッガが異常終了することがある制限事項を改修しました。
（詳細は、2001年 5月 16日発行のツールニュース(MAECT-PD32RSIM-010801D)を参照）

 ターゲットプログラム (ロードモジュール) のダウンロード中に他の Windows アプリケーションを起動する、も
しくは起動している他の Windows アプリケーションに表示を切り替えた場合、デバッガが反応しなくなること
がある制限事項を改修しました。
（詳細は、2001年 12月 16日発行のツールニュース(MAECT-M3T-PD32RSIM-011216D)を参照）

 ソースウィンドウがオープンできない、もしくはオープンできてもソースウィンドウの表示が異常となる場合が
ある制限事項を改修しました。
（詳細は、2001年 12月 16日発行のツールニュース(MAECT-M3T-PD32RSIM-011216D)を参照）

 Customizeダイアログ、または Path スクリプトコマンドでサーチパスを設定しても、プログラムウィンドウ等に正し
いソースファイルが表示されない場合がある制限事項を改修しました。
（詳細は、2001年 12月 16日発行のツールニュース(MAECT-M3T-PD32RSIM-011216D)を参照）

8.3.2. 機能拡張
 通信インタフェースにUSBを設定した時、接続するエミュレータをシリアルNoで指定できるようにしました。
シリアル Noは PC4701Uの底面に表示しています。

8.4.8.4.8.4.8.4. PD7PD7PD7PD79999    V.4.00V.4.00V.4.00V.4.00    Release 1Release 1Release 1Release 1
本バージョンでは、前バージョンPD79 V.3.10 Release 1から以下の仕様を変更しました。

8.4.1. 機能拡張、仕様変更
 ウィンドウ関連

− イベント（ハードウェアブレークポイント/トレースポイント）設定ダイアログの改良
・ 従来のH/Wブレーク設定ダイアログと状態遷移ブレークウィンドウを 1つのウィンドウに統合しました。
（H/Wブレークポイント設定ウィンドウ）
・ 従来のトレースポイント設定ダイアログと状態遷移トレースウィンドウを 1つのウィンドウに統合しました。
（トレースポイント設定ウィンドウ）
・ ドラッグ&ドロップ機能に対応するなど、操作性が向上しました。
・ ウィンドウを小型化しました。

− ソース/プログラムウィンドウ



M3T-PD79 V.4.20 Release 1 リリースノート　第１版

Rev.2.00  2004.06.16  page 21 of 30
RJJ10J0585-0200Z

・ 編集機能を追加しました。ウィンドウ上でソースファイルの簡単な編集作業が行えます。
・ MIXモードの表示内容をファイルに保存できるようにしました。
・ Sourceダイアログで、ソースファイル名を指定する方法を改善しました。

− メモリウィンドウ
ウィンドウの表示開始位置をスタックポインタの位置にあわせて自動的に変更する機能（スタックポインタ位置
の追従表示機能）を追加しました。

− ASMウォッチウィンドウ
・ 10進数表示のウォッチポイントを、符号付で表示できるようになりました。
・ Refreshボタンを追加しました。ウォッチポイントのメモリ表示を最新の内容に更新できます。

− トレースウィンドウ
リアルタイムトレースの逆アセンブル結果とその命令がアクセスしたメモリの内容を表示する、MIX表示モー
ドを追加しました。詳細は、「6.2トレースウィンドウについて」を参照ください。

 コマンド関連
− TraceListDataコマンド

リアルタイムトレースの逆アセンブル結果とその命令がアクセスしたメモリの内容を表示します。詳細は、「6.3
TraceListDataコマンドについて」を参照ください。

 その他
− PC4701Uへの対応

USB対応の新エミュレータPC4701Uに対応しました。
− ドラッグ&ドロップ機能
各種ファイルの読み込み、イベント・表示開始位置の設定、ウォッチポイントの登録、データの Set/Move 等が
ドラッグ&ドロップ操作で行えるようにしました。

− アドレス値設定領域の自動文字列補完機能
ラベルリストが表示されるアドレス値設定・関数名設定コンボボックスで先頭の数文字を入力すると、リスト内
で一致する文字列を検索して補完するようにしました。

− ツールバー
・ ボタンサイズを縮小し、ビットマップデザインを一新しました。
・ ボタンの表示形式（フラット表示/テキストラベル表示等）を選択できるようにしました。

8.5.8.5.8.5.8.5. PD7PD7PD7PD79999 V.3.10 Release 1 V.3.10 Release 1 V.3.10 Release 1 V.3.10 Release 1
本バージョンでは、前バージョンPD79 V.3.00 Release 1から以下の仕様を変更しました。

8.5.1. 制限事項の改修
 ウィンドウの表示フォントを変更後、ウィンドウを再オープンすると、正しいフォントで表示されないことがある制限事
項を改修しました。
（詳細は、2000年 8月 1日発行のツールニュース(MESCT-PD308-000801D)を参照）

 メンバ名の全文字数が 1024 を超える構造体を C ウォッチ/グローバル/ファイルローカル/ローカルウィンドウで表示する
と強制終了する場合がある制限事項を改修しました。
 NOP チェックボックスにチェックが入った状態で Line Assemble ダイアログを閉じると、エミュレータデバッガが正常
に動作しなくなる場合がある制限事項を改修しました。
（詳細は、2000年 5月 16日発行のツールニュース(MESCT-PD308-000516D)を参照）

 MRウィンドウのMPLモードを表示すると、Windowsエラーメッセージ「不正な処理を行いました」が出力される場合
がある制限事項を改修しました。
（詳細は、2000年 6月 1日発行のツールニュース(MESCT-PD308SIM-000601D)を参照）

8.5.2. 機能拡張
 ターゲットプログラムをダウンロードする際にMCU内蔵フラッシュROMの内容をクリアするか否かをブロッ
ク単位で選択できるようになりました。本機能は、Ememダイアログの Flash Clearタブで指定します。

 ターゲットプログラムを変更することなく監視タイマを禁止することができるようになりました。本機能は、
Ememダイアログの Debug Monitorタブで指定します。

 MCU内蔵フラッシュ ROMの領域に対してソフトウェアブレークが設定できるようになりました。
 MCU内蔵フラッシュ ROMの内容をメモリ操作コマンドやダンプウィンドウなどから変更できるようになり
ました。

8.6.8.6.8.6.8.6. PD7PD7PD7PD79999 V.3.00 Release 1 V.3.00 Release 1 V.3.00 Release 1 V.3.00 Release 1
本バージョンでは、前バージョンPD79 V.2.10 Release 1から以下の仕様を変更しました。
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8.6.1. 制限事項の改修
 ユーザープログラム中で監視タイマを禁止できない制限事項を改修しました。
（詳細は、1999年 12月 1日発行のツールニュースを参照）

 リアルタイムトレースデータが欠落する制限事項を改修しました。
（詳細は、1999年 12月 1日発行のツールニュースを参照）

8.6.2. 機能拡張
 ウィンドウ関連

− GUI入力ウィンドウの追加
ユーザターゲットシステムの簡単なキー入力パネルをウィンドウ上で作成できるウィンドウを追加しました。本
ウィンドウを使用することで、仮想ポート入力を行うことができます。

− GUI出力ウィンドウの追加
ユーザターゲットシステムの簡単な出力パネルをウィンドウ上で実現するためのウィンドウを追加しました。

− コールスタックウィンドウの追加
C言語の関数呼び出し情報を表示するウィンドウを追加しました。

− ダンプ/メモリウィンドウ
・ 日本語コードによる文字データ入力機能を追加しました。Set/FillダイアログからSJIS/JISコードの文字デー

タが入力できます。（日本語環境のみ）
・ ダンプ/メモリウィンドウをオープンする時に、表示開始アドレスが指定できるようになりました。
・ ダンプ/メモリウィンドウのキャプションに表示開始アドレスを付加するようになりました。

− RAMモニタウィンドウ
・ RAMモニタウィンドウのキャプションに表示開始アドレスを付加するようになりました。

− C/ASMウォッチウィンドウ
・ C/ASMウォッチポイント格納情報ファイルの保存先がカスタマイズ可能になりました。
・ ASMウォッチウィンドウのウォッチポイントをプロジェクト毎に保存できるようになりました。

− スクリプトウィンドウ
・ コマンド実行履歴を保存できるようになりました。また、コマンド入力領域にフォーカスがある状態でカー

ソルキー「↑」「↓」を押すと、コマンド実行履歴を順番に参照できるようになりました。
・ スクリプトコマンドに、RELOADコマンド（ターゲットをリロードするコマンド）が追加されました。

− PDウィンドウ
・ PDウィンドウのツールバーのON/OFF切替えが可能になりました。

 その他
− ユーザインタフェイスカスタマイズ

ショートカットキー、およびツールバーのカスタマイズ機能を追加しました。
− ショートカットメニューの表示

各ウィンドウでマウスを右クリックすると、Option メニューの内容をショートカットメニューとして表示する機
能を追加しました。

− 機械語データの追加ダウンロード機能
アブソリュートモジュールファイルをダウンロードした後、デバッグ情報を保持したまま HEX ファイル/MOT
ファイルを追加ダウンロードできる機能を追加しました。

− Window情報（サイズ/位置/その他）の保存と復元
PD79起動時にのみ有効だった各ウィンドウの Resume機能が、PD79起動中でも有効になりました。各ウィンド
ウのオープン時に、前回のウィンドウサイズ、位置、その他の情報が復元します。

− アドレス値設定領域のラベルリスト表示
各ダイアログのアドレス値設定領域に、ラベルリストが表示されるようになりました。アドレス値をラベル名で
指定したい場合、リストから選択することができます。

− オンラインヘルプ
オンラインヘルプをHTMLヘルプ形式に変更しました。

8.6.3. 仕様変更
 ウィンドウ関連

− ソースウィンドウ
・ ソースウィンドウが 30枚までオープンできるようになりました。

− ダンプ/メモリウィンドウ
・ ダンプ/メモリウィンドウが 30枚までオープンできるようになりました。

− スクリプトウィンドウ
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・ スクリプトファイルのネストが 10段まで可能になりました。
・ スクリプトファイルにおけるマクロ変数の設定が 256個まで可能になりました。

− トレースウィンドウ
・ トレースデータの計測を完了してウィンドウに表示する時、そのデフォルトの表示位置をトレースポイント

付近（サイクル 0付近）になるように変更しました。
− プロテクトウィンドウ
・ ターゲット実行中はプロテクトウィンドウがオープンできないようになりました。

− Customizeダイアログ
・ TAB付きダイアログに変更し、各カスタマイズ設定（ショートカットキーカスタマイズ設定, 自動ダウンロー

ド設定、フォント設定、パス設定、ツール登録設定、PDの動作に関するカスタマイズ設定）用のダイアログ
を 1つに統合しました。

 その他
− ダウンロード履歴機能
・ ダウンロード履歴保存数をユーザが指定できるようになりました（1～16個）。

− デザイン変更等
・ PDウィンドウ用ツールバーのボタンのビットマップデザインを一新しました。
・ メニュー構成を一部変更しました。
・ Uploadダイアログ、Save Disasmダイアログのデザインを変更しました。

− CB
・ ファイルをダウンロードするメニューを追加しました。
・ PDに追加された機能の一部をCBに反映しました。

8.7.8.7.8.7.8.7. PD7PD7PD7PD79999 V.2.10 Release 1 V.2.10 Release 1 V.2.10 Release 1 V.2.10 Release 1
本バージョンでは、前バージョン PD79 V.2.00 Release 1から以下の仕様を変更しました。
8.7.1. 制限事項の改修

 スクリプトコマンド HardwareBreak（HB）、TracePoint（TP）を以下の書式で実行した時、エラーが発生してコマ
ンドが正常に実行できない制限事項を改修しました。

・ HB  An,アドレス,アクセス条件,比較データ[:有効ビット],比較条件
・ TP  Bn,アドレス,アクセス条件,比較データ[:有効ビット],比較条件
　　（詳細は、1999年 5月 1日発行のツールニュースを参照）

 レジスタウィンドウで IPLレジスタを参照・設定できない制限事項を改修しました。
（詳細は、1999年 5月 1日発行のツールニュースを参照）

 割り込み禁止フラグの状態をスタックに待避する命令(PHP 命令等)をシングルステップ実行すると、割り込み禁
止フラグの状態が常にセット(割り込み禁止)されてスタックに待避される制限事項を改修しました。
（詳細は、1999年 6月 16日発行のツールニュースを参照）

 セクション数が 127 を超えるアブソリュートモジュールファイルをダウンロードしようとすると、ダウンロードの途
中でエラーが発生してファイルをダウンロードできない制限事項を改修しました。
（詳細は、1999年 6月 16日発行のツールニュースを参照）

 C ウォッチウィンドウ、グローバルウィンドウ、ローカルウィンドウ、ファイルローカルウィンドウにおいて、ポイン
タ変数をメンバにもつ構造体を参照した場合、一部のメンバを参照できない制限事項を改修しました。
（詳細は、1999年 7月 1日発行のツールニュースを参照）

 ASMウォッチウィンドウにおいて、奇数アドレスからはじまるWordサイズまたはLwordサイズのウォッチポイント
にデータを設定しようとすると、通信プロトコルエラーが発生する制限事項を改修しました。
（詳細は、1999年 10月 1日発行のツールニュースを参照）

8.7.2. 機能拡張
 ウィンドウ関連

− 状態遷移トレースウィンドウ
状態遷移トレースウィンドウにおいて、トレース情報セーブ時に書込み条件も保存するようにしました。

− Taskトレースウィンドウ
RTOS Information ダイアログの PID 設定において、アクセスサイズに WORD が指定できるようにし
ました。

− Findダイアログ
検索履歴を保存するようにしました。

− Chip Breakダイアログ
チップブレークポイントの参照・削除を行うダイアログを追加しました。
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8.8.8.8.8.8.8.8. PD7PD7PD7PD79999 V.2.00 Release 1 V.2.00 Release 1 V.2.00 Release 1 V.2.00 Release 1
本バージョンでは、前バージョン PD79 V.1.10 Release 1から以下の仕様を変更しました。
8.8.1. 制限事項の改修

 MW コマンドで偶数アドレスからメモリ設定を行なうと上位 8 ビットの値が設定されない制限事項を改修しました。本
件の詳細については 1999 年 3 月 1 日付ツールニュース「PD79 ご使用上のお願い」を参照してください。

8.8.2. 機能拡張
 ウィンドウ関連
− プログラム/ソースウィンドウ
・ ソース表示モードの際、マウスカーソルをＣ変数上に一定時間置くと、Ｃ変数の値をポップアップウィンド

ウに表示する機能を追加しました。
・ カバレッジの計測結果を表示する機能を追加しました。
・ 右クリックメニューによる操作性を向上しました。右クリックメニューから、選択した関数へのジャンプや、

選択した変数のＣウォッチウィンドウへの登録等が行えるようになりました。
・ テキスト、PC行、カバレッジ行の文字、背景色を変更できるようになりました。
・ 逆アセンブル表示モードからソース表示モードもしくはMIX表示モードに切り替える際に行頭アドレスに一

致しなくても切り替えられるようになりました。
・ ターゲットプログラムの停止位置がメニューやツールバーで選択された表示モードで表示可能な場合は、選

択された表示モードに自動的に切り替えられるようになりました（プログラムウィンドウのみ）。
− ダンプ/メモリウィンドウ
・ 日本語コードによる表示機能を追加しました。WORD表示時にSJIS、JISコードの漢字が表示可能になり

ました。
・ PD79では表示の高速化のため、一度に 512バイトずつメモリを取得し内部バッファ（メモリキャシュ）に格

納しています。従来メモリ取得を行う際にはこのキャシュからデータを取得していましたが、これを キャッ
シュから取得するモードとエミュレータから直接取得するモードを選択できるようになりました。

・ 従来は表示形式（バイト/ワード等）に係わらず、常にバイトサイズでメモリをアクセスしていましたが、こ
れをユーザが指定したサイズ（バイト/ワード）に応じてアクセスできるようになりました。

・ カーソルで選択した範囲のアドレス（Start、End）が、FILL，MOVEダイアログの開始，終了アドレスに
設定できるようになりました。

− Cウォッチウィンドウ
・ Cウォッチ表示のRAMモニタ対応

ターゲットプログラム実行中に、C変数の値が参照できるようになりました。
・ 変数毎のRADIX変更が可能になりました。
・ C変数が配列型の場合、配列の要素を展開して表示できるようになりました。また、C変数がポインタ型の

場合、ポインタのオブジェクトを表示できるようになりました。
− スクリプトウィンドウ
・ 実行したコマンドをファイルに記録する機能を追加しました。ロギング機能と異なりコマンドのみを記録す

るため、保存したファイルをスクリプトファイルとして使用することができます。
・ Word単位でメモリを移動するMOVEWORDが追加されました。

− トレースウィンドウ
・ トレースメモリの 32Kサイクル化

32Kサイクル分の実行履歴が記録可能になりました。
・ トレース計測の強制停止/再開機能の追加

ターゲット実行中に、トレース計測を強制停止して結果を参照できるようになりました。また、強制停止し
たトレース計測の再開も可能になりました。

・ DIS表示モード, SRC表示モード時において、各命令に対応する実行時間が表示できるようになりました。
・ トレースポイント設定ダイアログをオープンするボタンを追加しました。
・ トレース情報のSave/Load機能が追加されました。

− トレースポイント設定ダイアログ
・ トレースポイントのSave/Load機能が追加されました。

− H/Wブレーク設定ダイアログ
・ イベント要因に Fetchが追加されました。
・ H/WブレークポイントのSave/Load機能が追加されました。

− Initダイアログ
・ IntダイアログをTAB付きダイアログに変更し、サイズを小さくしました。
・ LPTパラレルインターフェースを追加しました（PC4701M対応）。
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 その他
− PC4701Mへの対応

プリンタポート対応の新エミュレータPC4701Mに対応しました。
− ダウンロード履歴機能の追加

ダウンロードを実施したファイルの一覧（４個）を Fileメニューの下に表示する機能を追加しました。この一
覧からファイルを選択することで、そのファイルの再ダウンロードが可能になります。

− ロードモジュール更新時の自動ダウンロード機能の追加
ターゲットプログラムが更新されると、自動的にダウンロードできる機能を追加しました。

− メニューからダウンロードできるファイル形式を追加
スクリプトコマンドでのみサポートしているファイル形式（インテル HEX フォーマット、IEEE-695 アブソ
リュート形式等）がメニューからも選択できるようになりました。

− C言語式によるアドレス入力サポート
ダイアログ等の全アドレス入力において、ASM式/C式の両方が入力できるようになりました。

− ターゲットプログラム実行中のH/Wブレーク設定
ターゲットプログラム実行中に、H/Wブレークの設定が可能になりました。

− GoFreeメニューの追加
従来のGoFreeコマンドでのみサポートしていたフリーラン実行がメニューからも行えるようになりました。

− スコープ切替えダイアログの追加
従来のSCOPEコマンドでサポートしていたスコープ設定機能をGUI化しました。

− オプションメニューの追加
PD79の動作をカスタマイズする機能を追加しました。

8.9.8.9.8.9.8.9. PD7PD7PD7PD79999 V.1.10 V.1.10 V.1.10 V.1.10    Release 1Release 1Release 1Release 1
本バージョンでは、前バージョン PD79 V.1.00 Release 1から以下の仕様を変更しました。

8.9.1. 制限事項の改修
 ラインアセンブルダイアログ、Assemble(A)コマンドによるラインアセンブルでアセンブル指示命令

".BTEQU"が指定できない制限事項を改修しました。

 アップロード機能でモトローラ Sフォーマットファイルを生成した場合、エンドレコード（最終行目）のチェッ
クサムが正しく出力されない制限事項を改修しました。本件の詳細については 1998年 7月 1日付ツールニュー
ス「PD30, PD30SIM, PD77, PD77SIM,PD79, PD79SIM, XDB30, XDB30SIMご使用上のお願い」を参照し
てください。
[[[[補足補足補足補足]]]]
デバッガのアップロード機能で生成した機械語ファイルは、デバッグ用にご使用いただくものです。最終製品のROM
に書き込む機械語ファイルは、コンパイラ製品に付属のロードモジュールコンバータ、またはHEXファイルコンバー
タで作成してください。

8.9.2. 機能拡張
 フラッシュROM内蔵版のMCUに対応しました。使用されるMCUに対応したエミュレーションPOD、MCUファ
イルをご使用下さい。フラッシュROM内蔵版のMCUではダウンロードを途中で中断する事はできません。

 ソースウィンドウ/プログラムウィンドウで関数名を選択し、右クリックするとその関数の内容を表示する機能を追
加しました。

関数名を選択し、右クリック
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選択した関数を表示

[制限事項]
同名の関数が複数存在する場合、関数を正しく表示できない場合があります。

 フラッシュ ROM 領域等、S/W ブレークポイントが設定できない領域で、ダブルクリックによるチップブレーク設
定機能を追加しました。

ダブルクリックするとチップブレークが
設定されます。

再びダブルクリックするとチップブレーク
は解除されます。

チップブレークを設定したアドレスには
"C"が表示されます。

チップブレークポイント設定ダイアログで Disable を選択すると、ダブルクリックにより設定したチップブレーク
は、すべて削除されます。

 ソースウィンドウ/プログラムウィンドウの S/Wブレークポイント表示/設定領域で右クリックすると H/Wブレーク
ポイントを設定する機能を追加しました（PC4701L/PC4700は除く）。

右クリックするとH/Wブレークが設定
されます。

再び右クリックするとH/Wブレークは
解除されます。

H/Wブレークを設定したアドレスには
"H"が表示されます。

H/WブレークはA1～A5に順に割り付けられます。
H/Wブレークの設定条件は、READ、データ比較なし、マスクなし、組み合わせ条件ORです。
H/W ブレーク設定ポイントダイアログで Disable を選択すると、右クリックにより設定した H/W ブレークは、す
べて削除されます。

 各ウィンドウ、ダイアログの式入力で、現在のスコープ外のローカルなビットシンボルを指定可能にしました。

8.9.3. 仕様変更
 ソースウィンドウ/プログラムウィンドウに表示するファイル名をフルパスからファイル名のみに変更しました。こ
の結果、「その他のウィンドウダイアログ」に表示される各ウィンドウの名前が短くなるため、ウィンドウの選択
が可能になります。
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ファイル名のみを表示します。

 Initダイアログでクロックの指定を可能にしました。

 EmemダイアログでMAPの設定を可能にしました。これにともない、Ememダイアログを変更しました。
(1)MAP以外の項目の設定
各項目の設定は従来と同じです。マニュアルのセットアップ編「1.7 Ememダイアログ」を参照してください。

設定する項目のタブを選択します。

Next Hideをチェックすると
次回起動時にEmemダイアログを
表示しません。

(2)MAPの設定
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開始アドレス、終了アドレス、
属性を示します。

Setボタンを押すとMAP属性設定
ダイアログがオープンします。

(3)MAP属性設定ダイアログ

開始アドレスを設定します

終了アドレスを設定します

属性を選択します
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9.9.9.9.    使用権許諾契約書使用権許諾契約書使用権許諾契約書使用権許諾契約書

必必必必ずおずおずおずお読読読読みくださいみくださいみくださいみください。。。。

本契約は、弊社のソフトウェア製品に関して，お客様(法人に限るものとします)と弊社との間に締結される法的に有効な契
約書であり、本契約は、お客様にて本ソフトウェア製品をインストールすることによりお客様にて承諾されたものと看做し、
成立致します。

ソフトウェア使用許諾契約書

お客様（以下、「甲」といいます）と株式会社ルネサス ソリューションズ（以下、「乙」といいます）とは、この「ソフトウェ
ア使用権許諾契約書」（以下、「本契約」といいます）とともに提供されるソフトウエア及びそのマニュアルにつき、以下の
通り契約するものとします。

第１条（用語の定義）
1. 本契約において使用される以下の各用語の意味は、次の定義の通りとします。
(1)「本ソフトウェア製品」とは、乙がソフトウェア製品（乙の製品名：Ｍ３Ｔ－PD79）として提供する、以下のもので

構成されるソフトウェアをいいます。
(ｲ)「本プログラム」とは，乙のエミュレータシステムを制御する機能を有するプログラムをいいます。
(ﾛ)「本マニュアル」とは，本プログラムに関する技術資料（マニュアル等の文書）をいい、電子文書､又は印刷物の
形態で提供されるものをいいます。

(2)「エミュレータ」とは、以下に記載する型番の乙のエミュレータシステムをいいます。
・ＰＣ７５０１,ＰＣ４７０１Ｕ，ＰＣ４７０１Ｍ,ＰＣ４７０１ＨＳ，ＰＣ４７０１Ｌ，ＰＣ４７００Ｈ，ＰＣ４７
００Ｌ

(3)「指定システム」とは、甲が管理・所有する、本ソフトウェア製品をインストールして動作させるコンピュータシス
テムをいいます。

第２条（ライセンスの許諾）
1. 乙は甲に対し、以下の譲渡不可、非独占的な権利を無償で許諾します。
(1)エミュレータを制御する目的で指定システムに本ソフトウェア製品をインストールすること。なお、甲が同時に使用
する本ソフトウェア製品の総数に制限はないものとします。

 (2)第(1)号に従い本ソフトウェア製品を使用する目的で本マニュアルに含まれる電子文書を、プリンタ装置で出力する
こと。

 (3)甲は，バックアップの目的のために１部に限り、本ソフトウェア製品を複製することができます。
2. 前項に従い本ソフトウェア製品をインストール又は複製した場合、甲は，すべての本ソフトウェア製品の複製物の所持数，
保管場所及び本ソフトウェア製品をインストールした指定システムを記した適切な記録を保持し，乙から要求があった場
合は，速やかにその記録を乙に開示しなければならないものとします。

3. 本契約で明示的に規定されている権利のみに限り、乙は甲に対して、本ソフトウェア製品の使用を許諾します。乙は甲に
対して、本ソフトウェア製品について本契約において明示的に許諾した権利を除いて乙の特許権、実用新案権、意匠権、
商標権、著作権、半導体回路配置利用権または営業秘密に基づく何らの実施権、使用権または利用権をも許諾するもので
はありません。

第３条（制限）
1. 甲は，本契約において許諾される場合を除き，本契約による使用権を譲渡したり、本ソフトウェア製品を使用，複製，譲
渡，レンタル、又はその他の処分、若しくは第三者に再実施許諾してはならないものとします。但し、本契約において許
諾される場合以外の本ソフトウェア製品の取り扱いにつき甲が希望した場合で、乙が必要と認めた場合には、その取り扱
いにつき別途甲乙協議の上取り決めるものとします。

2. 甲は、本ソフトウェア製品及びその複製物に含まれている著作権表示を取り除いてはなりません。
3. 甲は、本ソフトウェア製品をリバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルしてはなりません。
4. 甲は、本ソフトウェア製品に含まれる電子文書を、商業的な利用目的でプリンタ装置に出力してはなりません。
5. 本条の定めは本契約終了後もなお有効とします。

第４条（本ソフトウェア製品の権利）
1. 本ソフトウェア製品の著作権はすべて乙に帰属するものであり、本契約のいかなる条項も、甲に斯かる著作権の全部又は
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一部を譲渡するものではありません。
2. 本条の定めは本契約終了後もなお有効とします。

第５条（サポート）
1. 乙は、本ソフトウェア製品に関して乙が適切と判断した方法により、甲に対して技術サポートを実施します。
2. 甲が本ソフトウェア製品をバージョンアップする手続に関しては、乙が開設するホームページ、その他の手段によって、
乙が適切と判断した手段で別途甲に連絡します。なお、乙は、バージョンアップにかかる費用を甲に請求することができ
るものとします。

第６条（乙の免責）
1. 乙は、本契約第５条で定めるものが、本契約における乙の唯一の責任とします。但し、第5条は本契約において明示的に
乙の責任を定めるものであって、本ソフトウェア製品及びその甲の使用に関して、甲がいかなる損害を被った場合であっ
ても、乙は甲に対して、一切の保証責任及び一切の担保責任を負わないものとします。従って、本ソフトウェア製品に関
して発生した問題は甲の責任および費用負担によって処理されるものとします。

2. 本条の定めは本契約終了後もなお有効とします。

第７条（秘密保持）
1. 甲は、本ソフトウェア製品及び本契約に関連して乙が秘密と指定して甲に開示する情報（本ソフトウェア製品を含み、以
下「秘密情報」という）を、秘密に保持し、その全部または一部を第三者に開示又は漏洩してはならず、乙のエミュレー
タシステムを制御する目的以外に使用してはなりません。

2. 前項の義務は、次の各号のいずれかに該当するものには及ばないものとします。
(1) 甲が秘密情報を受領したときに既に所有していた情報。
(2) 甲が秘密情報を受領したときに既に公知であった情報。
(3) 甲が秘密情報を受領後、甲の責によらず公知となった情報。
(4) 甲が秘密情報に基づかず独自に開発した情報。
(5) 行政庁または裁判所から開示を求められた情報。ただし、この場合、開示に先立ち甲は書面により乙に通知し、乙に当
該開示に異議を申し立てる機会を与えなければならないものとします。

3. 本条の定めは本契約終了後もなお３年間有効とします。

第８条（契約期間と終了）
1. 本契約は、甲が本ソフトウェア製品をインストールした時から発効し、下記の各号により終了するまで有効に存続します。
2. 甲が乙に対し、１ケ月前に書面通知を出すことにより、本契約に基づく使用権を終了させたとき。
3. 甲が本契約のいずれかの条項に違反した場合であって、甲が乙からの当該違反を是正する書面による通知を受領した後３
０日を経過してもなお当該違反が是正されないとき。

4. 甲及び乙が次の各号の一つにでも該当したとき。
(ｲ) 甲又は乙が第三者からの差押,仮差押,仮処分,強制執行,競売の申立てを受け,又は破産,特別清算,民事再生,会社整理,
会社更生手続の開始の申立てを受けたとき,若しくは自ら申立てたとき。

(ﾛ) 甲又は乙が監督官庁から営業停止又は営業免許取消若しくは営業登録の取消しの処分を受けたとき。
(ﾊ) 甲又は乙が営業の廃止若しくは変更又は解散の決議をしたとき。
(ﾆ) 甲又は乙が手形交換所の取引停止処分を受けたとき
(ﾎ) その他,甲又は乙に不信行為があり,あるいは財産状態が悪化し,又はそのおそれがあると認められる相当の理由がある
とき。

5. 前項の規定にかかわらず、本契約が終了した場合といえども、本契約の各条項においてこれと異なる期間を定めている場
合には当該定めが優先します。

第９条（本契約終了後の義務）
1. 甲は、本契約が終了した場合には、その終了の日から１５日以内に本ソフトウェア製品及び本契約に基づいて作成した本
ソフトウェア製品の複製物並びに指定システムにインストールしたすべての本ソフトウェア製品を破棄しなければなりま
せん。なお、甲は、乙の要求によりその破棄した旨を証明する文書を１ケ月以内に乙に提供するものとします。

第１０条（その他）
1. 本契約に規定のない事項及び甲と乙との間に生じた疑義については、甲乙協議のうえ解決します。
2. 前項において、甲乙協議により解決を図ったにもかかわらず、甲乙間にて紛争が生じた場合には、乙が指定する裁判所を
管轄裁判所として解決することとします。

3. 本条の定めは本契約終了後もなお有効とします。
以上
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